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ア
カ
デ
ミ
ー
賞
受
賞
経
験
も
あ
る
監
督
マ
ー

チ
ン
・
ス
コ
セ
ッ
シ
に
よ
る
映
画
『
沈
黙
』
は
、

記
者
発
表
以
来
長
い
年
月
が
経
っ
て
フ
ァ
ン
も

気
を
も
ん
で
き
ま
し
た
が
、
よ
う
や
く
日
本
で

も
今
秋
に
公
開
さ
れ
る
と
い
う
情
報
が
届
き
ま

し
た
。
日
本
人
の
出
演
者
も
窪
塚
洋
介
さ
ん（
キ

チ
ジ
ロ
ウ
役
）
と
浅
野
忠
信
さ
ん
（
通
辞
役
）

な
ど
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
遠
藤
文
学
の
翻

訳
家
で
も
あ
る
ヴ
ァ
ン
・
ゲ
ッ
セ
ル
氏
は
、
ス

コ
セ
ッ
シ
監
督
か
ら
小
説
『
沈
黙
』
の
細
部
に

つ
い
て
の
相
談
を
受
け
た
際
、
そ
の
映
画
台
本

を
読
む
機
会
を
得
て
、「
じ
つ
に
素
晴
ら
し
い

出
来
栄
え
」
と
感
嘆
し
て
い
た
こ
と
か
ら
も
、

大
い
に
期
待
で
き
ま
す
。

■
遠
藤
周
作
文
学
館　

第
９
回
企
画
展

　

�

刊
行
か
ら
50
年
︱
︱
遠
藤
周
作
﹃
沈
黙
﹄
と

長
崎

　

今
年
５
月
の
「
遠
藤
周
作
原
点
の
旅
」（
周

作
ク
ラ
ブ
）
で
も
訪
ね
る
長
崎
市
遠
藤
周
作
文

学
館
の
新
企
画
展
は
、
や
は
り
『
沈
黙
』
が
主

題
と
な
り
ま
す
。
期
間
は
、
５
月
21
日
か
ら

２
０
１
８
年
５
月
ま
で
。

　

な
お
、
同
文
学
館
か
ら
は
、

■�

刊
行
50
年
記
念
・
限
定
バ
ー
ジ
ョ
ン
﹃
沈
黙
﹄

︵
ハ
ー
ド
カ
バ
ー
版
︶

　

が
夏
ご
ろ
に
発
売
さ
れ
ま
す
。
遠
藤
周
作
文

学
館
の
売
店
で
の
み
の
販
売
で
、
普
通
に
購
読

で
き
る
ハ
ー
ド
カ
バ
ー
版
と
は
ま
っ
た
く
違
う

カ
バ
ー
の
つ
い
た
貴
重
な
『
沈
黙
』
で
す
（
新

潮
社
版
）。

　

ま
た
、
遠
藤
周
作
の
母
校
で
あ
る
慶
應
義
塾

大
学
出
版
会
か
ら
も
、『
沈
黙
』
に
通
じ
る
作

品
を
中
心
に
し
た﹃
遠
藤
周
作
短
篇
集
﹄︵
仮
題
︶

の
出
版
が
予
定
さ
れ
て
い
て
、
今
年
は
出
版
を

初
め
と
す
る
各
方
面
で
遠
藤
周
作
の
人
と
文
学

が
注
目
を
集
め
る
こ
と
に
な
り
そ
う
で
す
。

�

（
編
集
部
記
／
写
真
・
稲
井
勲
）

に
な
る
、
意
欲
的
な
試
み
が
話
題
と
な
る
で

し
ょ
う
。（
詳
細
に
つ
い
て
は
本
報
最
終
ペ
ー

ジ
参
照
）

■﹁
増
補
新
版�

文
藝
別
冊
・
遠
藤
周
作
﹂

　

没
後
20
年
を
記
念
し
て
、
河
出
書
房
新
社
か

ら
遠
藤
周
作
特
集
と
も
い
う
べ
き
「
文
藝
」
別

冊
が
、
３
月
11
日
に
刊
行
さ
れ
ま
す
。
前
回
の

「
別
冊
・
遠
藤
周
作
」
で
も
未
公
開
の
日
記
が

掲
載
さ
れ
て
話
題
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
は

若
き
日
に
遠
藤
周
作
が
綴
っ
た
ラ
ブ
レ
タ
ー

（
フ
ラ
ン
ス
留
学
の
最
後
の
時
期
）
も
収
録
し

て
、
こ
れ
ま
で
に
明
か
さ
れ
な
か
っ
た
遠
藤
周

作
を
読
者
は
知
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
（
詳

細
は
本
報
最
終
ペ
ー
ジ
「
お
知
ら
せ
欄
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
）。

■
町
田
市
民
文
学
館
開
館
10
年
記
念

　

鼎
談
と
朗
読

　

遠
藤
周
作
・
若
き
日
の
恋
文

　

前
記
の
河
出
書
房
新
社
版
「
文
藝
」
別
冊
の

刊
行
に
合
わ
せ
て
、
町
田
市
民
文
学
館
で
は
記

念
イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ
ま
す
。
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
大

学
哲
学
科
の
女
子
学
生
フ
ラ
ン
ソ
ワ
ー
ズ
・
パ

ス
ト
ゥ
ル
に
宛
て
ら
れ
た
遠
藤
周
作
の
手
紙
に

焦
点
を
当
て
、
鼎
談
と
、
手
紙
の
朗
読
な
ど
が

行
わ
れ
ま
す
。

■
朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
（
新
宿
）

　

没
後
20
年
記
念
と
し
て
の
遠
藤
周
作
特
別
講

座
が
、
４
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
計
４
回
の
開

催
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
（
町
田
市
民
文
学
館
、
朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
と

も
に
詳
細
は
本
報
「
お
知
ら
せ
欄
」
参
照
）。

﹃
沈
黙
﹄
刊
行
50
年
に
関
連
す
る
こ
と

■
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
﹁
沈
黙
﹂
の
公
開

遠
藤
周
作
文
学
館
／
遠
藤
周
作
学
会
）。
開
催

期
日
は
８
月
19
日
（
金
）
か
ら
21
日
（
日
）
ま

で
で
、
長
崎
市
内
に
あ
る
「
ブ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
」

と
「
長
崎
市
遠
藤
周
作
文
学
館
」
な
ど
が
会
場

と
な
り
ま
す
。

　

初
日
と
な
る
19
日
に
遠
藤
周
作
学
会
が
あ

り
、
翌
20
日
に
は
講
演
と
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
最
終
21
日
に
は
、
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ

ア
ー
と
し
て
の
長
崎
文
学
散
歩
が
計
画
さ
れ
て

い
ま
す
。■

音
楽
座
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

�
�

ラ
ボ
シ
ア
タ
ー
﹁
泣
か
な
い
で
﹂
公

演
︵
遠
藤
周
作
没
後
20
年
記
念
︶

　

こ
れ
ま
で
公
演
を
重
ね
て
き
た
遠
藤

周
作
『
わ
た
し
が
・
棄
て
た
・
女
』
を

原
作
と
し
た
音
楽
座
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
泣
か
な
い
で
」
が
、三
日
間
だ
け
（
３

月
11
日
（
金
）
か
ら
13
日
（
日
）
ま
で
）

上
演
さ
れ
ま
す
。
東
京
・
町
田
の
音
楽

座
・
芹
が
谷
ス
タ
ジ
オ
を
使
っ
た
特
別

公
演
で
す
。
客
席
と
舞
台
が
同
じ
平
面

　

２
０
１
６
年
は
、
遠
藤
周
作
没
後
20
年
で
あ

り
、
同
時
に
代
表
作
『
沈
黙
』
が
刊
行
さ
れ
て

50
年
を
迎
え
る
節
目
の
年
で
す
。
す
で
に
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
が
企
画
さ
れ
、
ま
た
多
く
の
出
版

物
の
刊
行
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

こ
の
１
年
の
主
な
予
定
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

遠
藤
没
後
20
年
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

■
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
︵
予
定
︶

　

ま
ず
は
、
遠
藤
周
作
文
学
館
の
あ
る
長
崎
市

で
、
遠
藤
文
学
に
関
す
る
初
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
（
主
催
・

1985年頃、樹座のパーティーで

遠
藤
周
作
没
後
20
年
＆
『
沈
黙
』
刊
行
50
年

　
　
　

２
０
１
６
年
の
主
な
関
連
行
事
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◆主な記事◆

新
年
会
ル
ポ�

２
・
３
面

原
稿
再
録
・
お
知
ら
せ�

４
面

連
載
・
原
点
の
旅�

５
面

長
崎
文
学
館
便
り�

６
・
７
面

長
崎
便
り�

８
・
９
面

お
知
ら
せ�

10
面


